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注意 「新型インフルエンザの流行」 予防と対応
１　冷静な対応と予防の徹底を
　　9 月 1 日、 熊本県では新型インフルエンザの県内流行の宣言がありました。 しばらく流行の継続が予想され

ますが、 原則として全ての医療機関において新型インフルエンザの診療を行っています。 市民の皆さんは、 感

染した疑いがある場合でも冷静に行動していただきますようお願いします。

　　今回の新型インフルエンザでは、 これまでのところ感染した人の多くは重症化していません。 ただし、 高齢

の人 ・ 慢性の病気をお持ちの人 ・ 妊娠している人 ・ 小さなお子さんなどが感染した場合は、 通常のインフルエ

ンザと同様に重症化する恐れがありますので、 注意してください。

２　急な発熱とのどの痛みなどの症状が出たときの対応
　○かかりつけ医師がいる場合は、 かかりつけの医療機関に問い合わせて、 受診時間等の指示を受けてくださ

　　 い。 できる限り診療時間内の受診をお願いします。

　○かかりつけ医師がいなかったり、 受診する医療機関がわからない場合は、 「発熱相談センター」 （有明保　

　　 健所） に電話相談し、 最寄りの医療機関を紹介してもらってください。

　○妊娠している人で、 インフルエンザのような症状がある場合は、 必ずかかりつけの産婦人科に電話で連絡　

　　 して、 受診先などについて指示を受けてください。

３　患者さんへの対応について
　○インフルエンザと診断された場合は、 原則として自宅療養のうえ外出自粛となりますが、 症状が重い場合　

　　 などは、 医師の判断により入院して治療を受けることになります。

４　新型インフルエンザの予防

　○毎年流行する通常のインフルエンザと同じで、 予防の基本は石けんを使った手洗い・うがい・
　マスクの着用（外出時に混み合った場所など）です。 手はこまめに指の間まで洗いましょう。

　○咳エチケットを守りましょう。 （咳やくしゃみのときには、 ちり紙などで口と鼻を押さえて顔をそむけ、 使用後　

　　 のちり紙はふたつきのごみ箱に捨てましょう）

　○なるべく人混みを避けましょう。 （人との距離は、 ２m 以上あける）

　○栄養 ・ 休養 ・ 睡眠を十分にとりましょう。

[ 相談窓口 ]

　△インフルエンザ発熱相談センター

　　　県有明保健所 (☎ 72-2184） 平日の午前 9 時から午後 5 時 30 分まで対応

　△新型インフルエンザ電話相談窓口

　　　市保健センター (☎ 63-1133） 平日の午前 8 時 30 分から午後 5 時 15 分まで対応

　△その他の新型インフルエンザに関する問い合わせ

　　　県健康危機管理課 (☎ 096-333-2240 ) 平日の午前 9 時から午後 5 時 30 分まで対応
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生活習慣改善の必要性が中程度

動機付け支援

面接で目標を立てましょう

3 ～ 6 カ月間、目標に向かって生活習慣の改善を実践しましょう。

あなたの生活に合った食事や運動などの改善方法を管理栄養

士や保健師などがアドバイスします。

生活習慣改善の必要性が高い人

積極的支援

来年度の健診で成果を確認しましょう
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水道水は安全です！
インフルエンザに対して

新型インフルエンザの感染が拡大してきています。

・一般的に、 インフルエンザウイルスは、 塩素消毒によって速やかに感染性を失います。
・新型インフルエンザウイルスも、 これと同様に塩素消毒が有効と考えられます。

身近な水道水で、 手洗い ・ うがいをしましょう！

水道局では、 塩素消毒を徹底しています

配水池や蛇口で適正な塩素濃度が保持

されていることを、 毎日確認しています

浄水場では塩素消毒

を徹底しています

浄水場

配水池

塩素

井戸　地下水汲み上げ

蛇口

だから水道水は安全なんだね！
[ 問 ]水道局☎ 64-3333

あらぞうくん
水道局イメージキャラクター
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